
 

 

 

  
平成 30 年度 事業計画書 

（⾃ 平成 30 年 4 ⽉ 1 ⽇   ⾄ 平成 31 年 3 ⽉ 31 ⽇） 
 

 
助成事業（公益⽬的事業 1） 

 
１. 芸術⽂化活動への助成 
 
(1)助成分野と助成件数及び助成⾦額 

 
当財団の芸術⽂化活動の助成対象分野は、美術分野と⾳楽分野の２分野で、いずれも社会的意義が
⾼く、⾼度の芸術的⽔準を満たしていると判断されるものへ助成を⾏う。 
 
美術分野は、主に⽇本の美術館・博物館等が企画する絵画・版画・彫刻・インスタレーション等の展覧会を
対象とする。30 年度は、32 団体、助成⾦総額は、2,000 万円を予定している。 
また、美術の研究に関する研究成果の出版に対しては、2 名、助成⾦総額は 200 万円を予定している。 
 
⾳楽分野は、⽇本のプロの⾳楽団体が企画する創造的な公演（普及、育成活動も含む）で、オーケスト
ラ・オペラ・室内楽等の分野の活動を対象とする。30 年度は、34 団体、助成⾦総額は、2,000 万円を予
定している。 
また、⾳楽分野の専⾨的研究活動への助成に対しては、4 名、助成⾦総額は 200 万円を予定している。 

 
(2)募集活動 
 

平成 31 年度に助成を⾏う企画・研究を公募する。 
募集期間︓平成 30 年１０⽉１⽇〜１１⽉１０⽇迄  
募集期間︓平成 30 年  9 ⽉１⽇〜１１⽉１０⽇迄 ＜美術の研究助成（出版助成）のみ＞ 

 
 
２.科学技術研究への助成（花王科学奨励賞） 
 
（1）助成分野と助成件数及び助成⾦額 

 
３５歳以下の若⼿研究者を対象に、「表⾯の科学」を⼤テーマとして、化学・物理学分野、医学・⽣物
学分野それぞれの分野での独創的、先進的な研究に対して花王科学奨励賞（研究助成）を授与する。
各分野、５件、1,000 万円、総計１０件、2,000 万円の助成を予定している。 

 
（2）授与式及び、研究成果発表会の開催 

 
平成３０年度花王科学奨励賞（研究助成） 受賞者への授与式及び、前年度（平成２９年度）
の研究助成対象者１０名による、研究成果発表会（⼝頭発表）を開催する。 
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開催⽇︓平成３０年６⽉８⽇（花王株式会社 すみだ事業場内 セミナーハウス） 
 
（3） 募集活動 

 
 平成３１年度花王科学奨励賞（研究助成）を公募する。 
 募集期間︓平成３０年７⽉１⽇〜９⽉３０⽇ 

 
     

３.⼤学院（修⼠課程）に通う学⽣への奨学⽀援 
 

（1）奨学⽀援（佑啓奨学⾦） 
財団が指定する２２⼤学に在籍し、「表⾯の科学」の研究領域で＜化学・物理学分野＞の研究
を⽬指す⼤学院⽣（修⼠課程）に対して奨学⾦を給付する。 
 
奨学⽀援事業２年⽬となる平成３０年度分の募集は、平成３０年 3 ⽉頃までに財団が指定す
る２２⼤学の学⽣課を通じて開⽰され、各⼤学より申請された応募書類（⼀次審査）と⾯接
（⼀次審査通過者のみ）を⾏い、決定する。計 7 件、420 万円の奨学⾦を予定している。 
また、平成２９年度に採択された第 1 回奨学⽣への 2 年⽬の奨学⾦給付を 6 件、360 万円⾏
なう予定。 

 
（2）募集活動 

財団が指定する２２⼤学に在籍し、「表⾯の科学」の研究領域で、＜化学・物理学分野＞の研
究を⽬指す⼤学院⽣（修⼠課程）で、要項に該当する学⽣を募集する。 

募集期間︓平成３０年 3 ⽉〜5 ⽉２２⽇締切。 
 
（3）懇談会開催 

選考委員および奨学⽣同⼠の繋がりを醸成することを⽬的に懇談会を開催する。 
懇談会開催︓平成３０年 8 ⽉ 19 ⽇ 

 
 

顕彰事業（公益⽬的事業 2） 
 

 
１. 科学技術研究の顕彰 
 

「表⾯の科学」分野の基盤研究の振興のため、この領域で⼀定の成果を上げている若⼿研究者（４5
歳以下）を＜化学・物理学分野＞＜医学・⽣物学分野＞各分野、それぞれ１名ずつ「花王科学賞」と
して顕彰を⾏う。総計 2 件、600 万円の授与を予定している。 
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(1) 贈呈式・受賞記念講演会 開催 
正賞（賞状）、副賞（⾦３００万円）、記念品（腕時計）を授与する。 
贈呈式・受賞記念講演会開催︓平成３０年６⽉８⽇ 
 

(2) 募集活動（推薦制） 「平成３０年度花王科学賞」 
 募集期間︓平成３０年７⽉１⽇〜９⽉３０⽇迄 

 
 
 

その他の関連事業（公益⽬的事業 3）                     
 

⽂理融合シンポジウムを企画し、開催をする。 
⼤テーマ︓ 「これからの家族を考える」3 回シリーズの第 3 回⽬ 
  （⽇時・場所の詳細は未定） 

 


